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広告ご掲載についてのお問い合わせ・お申込み

ふぇらむ 鉄と鋼 （同一原稿・同時掲載、2015年1月号より）
●前付１色１頁／１２０,０００円
●後付１色１頁／１００,０００円 １/２頁／６０,０００円
●２色刷り／上記料金に４０,０００円加算
●４色刷り／上記料金に１４０,０００円加算
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●１色１頁／１２０,０００円 ●前付１色１/２頁／７０,０００円
●２色１頁／１７０,０００円 ●４色１頁／２５０,０００円

※料金は消費税別です。※広告データ製作費は別途です。
★広告掲載社様のバナー広告を本会ホームページに無料掲載致します。★

http://www.meihosha.co.jp


V o l . 2 1（2 0 1 6）N o . 7

1 353

ホームページ　https://www.isij.or.jp

C O N T E N T S

目　次

Techno Scope SPECIAL REPORT　技能五輪
  次代のものづくり日本を担う若手技能者たちが技を競い、腕を磨く  354

会長就任にあたって 
	 丹村洋一		 	358

連携記事 技能五輪の次の半世紀に向けて
	 中央職業能力開発協会		 	359

特別講演 日新製鋼の技術開発
（経営トップ） －お客様とともに創り上げる技術・商品－
 三喜俊典		 	365

（渡辺義介賞受賞記念） 石炭化学の進展（製鉄業とともに）
 勝山憲夫		 	371

（西山賞受賞記念） 鉄鋼の研究に関して中性子散乱回折法を用いてわかったことと 
 発展させたいこと
 友田　陽		 	380

（浅田賞受賞記念） 鉄鋼関連物質の異分野融合研究
 鈴木　茂		 	385

入門講座 鉄鋼の試験/評価-1
 引張試験とその基礎
	 土田紀之		 	389

躍動 製銑―製鋼技術を融合した新しい製鉄技術を目指して
	 丸岡伸洋		 	397

  圧延転写技術を活用した新商品開発を通じて
	 藤井康之		 	402

アラカルト   講演大会学生ポスターセッションに参加して 
最優秀賞を受賞して

	 大木優太朗		 	408

  私の原動力
	 前田真利		 	409

協会の活動から   410

会員へのお知らせトピックス   412



　今月号のテクノスコープは読んで頂けたでしょうか？今回
は、少し主旨を変えて「技能五輪」を紹介させて頂きました。
金属変形の特性を理解し、まさに腕と感で作り上げる作品を競
い合うとのことです。「下町ロケット」や、「ロボカップ」など
も、ものづくりの大切さと楽しさが一般の人にも共感を得てい
ると思います。
　他方、近年のグローバル化やコンピュータ管理化により、
IoTやIndustry4.0などデジタルデータとインターネットによる
生産管理や、人間を介さず3Dプリンターでデジタルデータか
ら物を作る技術も脚光を浴びています。さらには、囲碁のチャ
ンピオンを破ったことで一躍脚光を浴びたDeep learningを用
いた人工知能技術も発達してきており、将来的には“どこの誰
が作った（人間が作ったどうかも怪しい）物"が溢れるかも知

れません。まさに、“ターミネータ”や“マトリックス”の世界に
なるかも知れません。Deep learningの基本は、機械的に人間
の真似をさせるとのことですが、どこの誰の考え方を学んでく
れるのでしょうか？人工知能と人間が共存できる明るい未来を
期待したいところです。
　SF的なお話になりましたが、鉄鋼材料の製造や金属材料
の加工はまだまだ“職人”がその技術を支えており、なかなか
Deep learningに至らないのではないかと思います。これから
も「ふぇらむ」の中で、鉄鋼材料の素晴らしさ紹介して行きた
いと考えています。今後とも、「ふぇらむ」をよろしくお願い
します。
 （Y. M.）
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Science for Solids

ヴァーダー・サイエンティフィック株式会社 (旧社名　株式会社レッチェ） 
本社 〒160-0022   東京都新宿区新宿５-８-８
 TEL:03-5367-2651 FAX:03-5367-2652 email : info@verder-scientific.co.jp 
大阪営業所 〒550-0013  大阪府大阪市西区新町４-１９-３東洋ビル１F
  TEL:06-6534-0621 FAX:06-6534-0622

http://www.verder-scientific.co.jp

ヴァーダー・サイエンティフィック株式会社 (旧社名　株式会社レッチェ） 

試験ふるいを使った分級結果と高い互換性
粒度分布と粒子形状を同時に測定

 超ワイドレンジの測定範囲：20 μ m ～ 30mm
 粒子の形状（例：アスペクト比、左右対称性、真円度など）が測定で

きるので、凝集の度合、崩れた粒子や異物混入も測定可能
 短時間での測定（１～３分）
 24 時間自動でサンプルを測定するオンラインシステムにも対応可能
 サンプルを非破壊で測定可能
 専用の校正標準器を用いて数秒で校正が可能
　１個１個の粒子の画像や特性を詳細検索できる粒子ライブラリ

 （新機能）
　3 次元でサイズおよび形状の測定結果を表示できる３D クラウド

 （新機能）

　特許取得の２台のカメラを使用した　動的画像解析法
　粒度測定装置　CAMSIZER P4

他にも分散ユニット（乾式（気流・落下）／湿式）のモジュール化
で１台で３役こなす、CAMSIZER X2もございます。
(測定範囲：0.8μm～8mm)

ヴァーダー・サイエンティフィックは、分析の試料調製に便利な、前処理機
を多数取り扱っています。粉砕、破砕、ホモジナイズ、熱処理から、粒子径の
測定まで、広範囲な製品をカバーして、お客様に総合的なソリューションを
ご提供いたします。
100年以上の歴史を持つ粉砕機とふるい振とう機のレッチェ、粒子径測定
装置カムサイザーのレッチェテクノロジー、30℃～３０００℃の電気炉の
カーボライト・ゲロ。アプリケーションラボを併設して、サンプルテストも行
っています。ヨーロッパの伝統と歴史が技術に生かされている素晴らしい

製品群を、ぜひご覧ください。

http://www.meihosha.co.jp
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